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Interleukin-1 receptor-like 1 (Protein ST2)
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン-1受容体ファミリーのメンバーです。マウスにおける類似遺伝子の研究では、この受容体は炎症誘発刺激によって誘導され、ヘルパーT細胞の機能に関与している可能性が示唆されています。この遺伝子は、インターロイキン-1受容体I型（IL1R1）、インターロイキン-1受容体II型（IL1R2）、およびインターロイキン-1受容体様2型（IL1RL2）とともに、染色体2q12にマッピングされた領域においてサイトカイン受容体遺伝子クラスターを形成します。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：インターロイキン-33（IL-33）の受容体であり、その刺激によりMYD88、IRAK1、IRAK4、およびTRAF6がリクルートされ、続いてMAPK3/ERK1および/またはMAPK1/ERK2、MAPK14、およびMAPK8がリン酸化されます。ヘルパーT細胞の機能に関与している可能性がある。,類似性：インターロイキン-1受容体ファミリーに属する。,類似性：1つのTIRドメインを含む。,類似性：3つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,サブユニット：MYD88、IRAK1、IRAK4、およびTRAF6と相互作用する。,組織特異性：腎臓、肺、胎盤、胃、骨格筋、結腸、小腸で高い発現を示す。アイソフォームAの発現は、肺、精巣、胎盤、胃、結腸でより多くみられる。しかし、アイソフォームBは脳、腎臓、肝臓でより多くみられる。アイソフォームCは、脳、心臓、肝臓、腎臓、骨格筋では検出されない。,
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	心血管系、血管新生、サイトカイン、インターロイキン、免疫学、自然免疫、心臓、肥大、TLRシグナル伝達
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	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された

